（3）予算収支決算報告   （単位：円）

	収入の部
	支出の部

	項目
	予算
	決算
	項目
	予算
	決算

	事業費
	1,170,850
	1,170,850
	9月度例会
	100,000　　　　
	87,653

	
	
	
	総合基本資料作成
	510,000
	499,960

	
	
	
	スローガン旗作成
	15,750
	15,750

	
	
	
	LOM内各種褒賞
	24,000
	12,350

	
	
	
	卒業アルバム作成
	100,000
	94,830

	
	
	
	会員名簿作成準備
	2,000
	1,700

	
	
	
	渉外事業及び出向者支援
	10,000
	7,080

	
	
	
	青年の船支援事業
	200,000
	130,916

	
	
	
	卒業予定者支援
	100,000
	99,380

	
	
	
	ホームページ運営
	107,100
	107,100

	
	
	
	写真記録
	2,000
	105

	
	
	
	事業費剰余金
	
	114,026

	合計
	1,170,850
	1,170,850
	合計
	1,170,850
	1,170,850


（4）事業報告

	1．総会・理事会運営：第33回通常総会・第21回臨時総会・第34回通常総会

	2．会員出席状況把握・報告：総会・例会・各事業・理事会・委員会の出席状況を把握し、報告した。

	3．運営ルールの策定：2009年度の運営ルールを策定・実施をした。

	4．9月度例会：9月10日（木）場所　日進フットサルスタジアム　

出席者数：JC会員56名　出席者合計56名

テーマ「LOMの輝きの為に」　第1部 公益法人制度改革セミナー  第2部 フットサル　第3部 引き継ぎ「熱い想い」

	5．基本資料の作成：2009年度　基本資料作成

	6．スローガン募集並びにスローガン旗作成：煌き ～JAYCEEが輝けば百年先が輝く～　　加納　真司君作

	7．LOM内各種褒賞：2009年度当青年会議所に貢献したメンバー、委員会を、家族の前で表彰した。

	8．卒業アルバム作成：2009年度卒業生の青年会議所活動の軌跡をまとめ、思い出としてアルバムにし贈呈した。

	9．会員名簿作成準備：現役メンバー・特別会員の個人情報を収集し、2010年度へ引き継いだ。

	10. 事務局業務：2009年1月～2009年12月　慶弔業務を各支部会と協力し行った。

	11．渉外業務及び出向者支援：2008年11月～2009年12月

　　理事長の渉外業務補佐を行いました。対外事業の情報を迅速に受発信することで、多くの方に対外事業に参加し　て頂けた。出向者の方々には出向者報告をして頂き、出向者報告書を提出して頂いた。

	12. 青年の船支援事業：2009年1月～6月　一般乗船者　秋山和俊君　三田英勝君　竹田美奈子君　服部恵子君　

松野陽介君　渡部光明君　計6名　のぼりや垂れ幕を使用し効果的に乗船者を支援することができた。乗船者の募集・乗船者に対する支援を行い、報告会の開催をした。

	13．卒業予定者支援：2009年1月～2009年12月
　　卒業予定者の方に積極的に事業に参加していただくことが出来た。また、のぼり・テーマ曲を使い、対外事業や卒業式で効果的に支援することができた。

	14．ホームページ運営：ホームページを作成、運営しLOM内外に情報を発信した。

	15．写真記録：LOM内外事業を記録し事務局へCD-RWで保管した。　　

	16．各種申請業務：財団法人まちづくり市民財団への助成金申請、そして社団法人日本青年会議所の褒賞、人間力大賞と、愛知ブロック協議会の褒賞にエントリーした。

	17．会員拡大：メンバーで協力し、一人がひとりを目標に拡大を行ったが、拡大には至らなかった。


（5）まとめ（結果・評価）

	本年度LOM総括委員会は、LOMの事務・財務・渉外・事務局・広報業務を円滑に行い堅実なLOM運営に務めて参りました。

総会・理事会においては会場設営や資料の準備など、滞りなく行ってきました。

会員状況報告では総会、例会、理事会、各事業の出席状況を把握し、理事会資料にて各メンバーの活動状況を報告する事により、出席を促す事が出来ました。

運営ルール策定ではLOM運営が円滑に行えるようにルールを決めました。例年との違いは理事会の流会です。開会時に定足数に満たない場合は流会とし、理事メンバーの意識向上に繋げる事が出来ました。

9月度例会では「LOMの輝きの為に」をテーマに第1部に公益法人制度改革セミナーを行い、情報を共有する事が出来ました。第2部ではフットサルを実施しLOMメンバー同士の絆をより深める事が出来ました。第3部では引き継ぎ「熱い想い」として2009年度の各委員長からLOMメンバーへ熱い想いを語って頂く事により、LOMメンバー資質向上の一助として頂く事が出来ました。そして100％例会を達成する事が出来、今後のJC活動のさらなる飛躍に繋げる事が出来ました。

総合基本資料作成においては誤字、脱字など若干ありましたが委員会メンバーで力を合わせて作成した事により、メンバーへ総合基本資料をお渡しすることが出来、青年会議所活動に活かして頂くことが出来ました。

スローガンの募集並びにスローガン旗作成では2009年度にふさわしいスローガンを作成出来、また総会、例会でスローガン旗を掲げながら唱和する事により、メンバーの意識向上にも繋げることが出来ました。

LOM内褒賞では10名のメンバーと1委員会を表彰することにより、受賞者の労をねぎらうと共に、LOMメンバーの今後の活動における意識向上の一助となったと思います。

卒業アルバム作成では卒業生6名のJC活動の軌跡をアルバムに纏め、卒業生の方に青年会議所活動の思い出となるアルバムを贈呈することができました。

会員名簿作成準備においてはメンバーと特別会員の情報を収集し次年度へ申し送ることができました。

　事務局業務では、慶弔業務の取り纏めをし、各支部と協力し業務を行いました。

　渉外事業及び出向者支援では、理事長の渉外業務補佐を円滑に行うと共に、対外事業の情報を迅速に受発信し、多くの方に対外事業へ参加して頂け、各出向者が所属する委員会の公開委員会にも多くのメンバーで参加をする事により各出向者に対して支援することが出来ました。

青年の船支援事業では、乗船して頂いた一般乗船者6名の方に、安心して活動して頂ける様支援し、今後の活動の糧にして頂く事が出来ました。

　卒業予定者支援では、卒業予定者の方に充実したJCライフを送って頂き、心から感動して頂ける様LOMメンバー一丸となり礼と感謝の気持ちを持って支援して参りました。

ホームページ運営においては、例会の報告を理事会上程後の更新とした為、リアルタイムでの更新が出来ませんでした。今後の課題とし迅速な情報の発信に繋げて頂きたいと思います。

写真記録においては、LOM事業及び各種対外事業の写真を記録・保管しました。また、過去のネガをデータ化する事により今後の活動に活かして頂くことが出来ました。

各種申請業務においては、財団法人まちづくり市民財団への助成金申請、そして各種褒賞、人間力大賞にエントリー致しました。残念ながら入賞には至りませんでしたが、今後の活動に繋げる事が出来たと思います。

会員拡大については委員会メンバーが協力し一人がひとりを目標に活動しましたが、結果として拡大まで至りませんでした。責任を果たせなかった事を深く反省します。次年度以降に入会見込みのある人材を見つける事は出来ました。

最後に、LOM総括委員会として様々な業務、活動、事業を行って来ましたが、LOMメンバー皆様のご協力により1年間無事に活動する事が出来ました。本当にありがとうございました。


